
当選

6人公認候補 6人推薦候補

第25回参議
院議員通常

選挙へのご
支援ありが

とうございま
した。

仲間の当選に
向け全国を疾

走！
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１Fに「UR賃貸
ショップ金山」が
入っているビルの

７Fです
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Profile

草案提出者として初めて答弁席に

伊藤 たかえ参議院議員

1975年（昭和50年） 6月30日  名古屋市生まれ。1998年に金城学院大学文学

部卒業後、テレビ大阪に入社、報道記者として事件取材やドキュメンタリー番組

を制作。2013年株式会社リクルート育休中に金城学院大学非常勤講師着任。

2016年参議院議員選挙にて初当選。「子どもを育てる。仕事をする。大切な人を

介護する。この当たり前の営みの両立が、こんなに息苦しくない社会を創りたい」

との公約を日々当事者として噛みしめる6歳と4歳の女の子の母。

視覚障がい者などの読書環境の
整備の推進に関する法律案
（読書バリアフリー法）立法

052-683-1101T E L

FAX
 E-mail

052-683-1102
mail＠itoutakae.info

＠itotakae0630

伊藤孝恵

itotakae
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http://itoutakae.info/

伊藤たかえホームページ

演者もママパパ。会場もママパパ。泣いてもOK！走り
回ってもOK！のキッズクラシックコンサートを250名を
お迎えして開催。

「伊藤たかえと創る0歳からの音楽祭」開催

超党派の10名からなる参議院
日中交流議員団

全人代のナンバー3
栗戦書全人代常務
委員会委員長に謁見

※1…シングルマザーの生活困窮の大きな要因のひとつが養育費の途絶。養育費に関する
公正証書の作成支援や保証支援など、既に兵庫県明石市や大阪市ではフィジビリティが
始動中。

※2…児童扶養手当は「事実婚関係がある場合は対象外」とされるため、シングルマザーが
児童扶養手当の申請に行った際、行政窓口で交際相手や妊娠の有無を再三確認
されるハラスメント。

第8回 日中議員会議参加のため中国を
公式訪問（2019年2月17日～19日）

45歳以下の青年議員20名からな
る訪台団で陳建仁副総統に謁見

国民民主党青年局研修で
台湾を訪問（2019年8月26日～29日）

国民民主党
「政見放送」出演

中央公論「井手教授と
考える新しい社会」発売

オーストラリア大使館
「2019年国際女性デー
イベント」パネラー

ランドセル代などの就学援助金の入学前
支給について仲間の議員たちが各議
会で取り組んでくださった結果、愛知県
下54自治体中53自治体で前倒し支給
が決定しました。子ども・子育て政策を
更に推進するため、国民民主党、立憲
民主党、無所属の自治体議員と共に
「ランドセルの会」を発足しました。伊藤たかえ参議院議員
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0
1
8
年
10
月
24
日
よ
り
12
月
10
日
ま
で
の
48
日
間
を

会
期
と
す
る
第
1
9
7
臨
時
国
会
お
よ
び
、2
0
1
9
年
1
月

28
日
よ
り
6
月
26
日
ま
で
の
1
5
0
日
間
を
会
期
と
す
る
第

1
9
8
通
常
国
会
、2
0
1
9
年
8
月
1
日
よ
り
8
月
5
日

ま
で
の
5
日
間
を
会
期
と
す
る
第
1
9
9
臨
時
国
会
が
閉
幕

し
ま
し
た
。

小
学
校
で
正
式
教
科
と
な
っ
た
道
徳
の

「
心
を
教
育
し
て
イ
ジ
メ
を
な
く
す
」方
針

へ
の
違
和
感（
心
な
ん
て
教
育
出
来
な
い
。

伝
え
る
べ
き
は
、誰
か
を
苛
め
た
い
と
い
う

内
心
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、そ
れ
ら
を

実
際
の
行
動
に
移
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
？
）文
科
大
臣
に
ご
所
見
を
伺
っ
た

他
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で
学
習
ロ
グ
を
日
常
的
に
記
録
す
る
こ
と
で

一
発
勝
負
の
大
学
入
試
を
な
く
し「
学
歴
社
会
」か
ら「
学
習
歴

社
会
」に
転
換
さ
せ
て
い
く
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

国
会
活
動

2018
11/15

文
教
科
学
委
員
会 

大
臣
所
信
に
対
す
る
質
疑

2018
11/29

文
教
科
学
委
員
会 

参
考
人
質
疑

2018
12/4

文
教
科
学
委
員
会 

原
賠
法
改
正
案
質
疑

国
民
民
主
党
と
し
て
修
正
案
を
提
出

し
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
反
対
多
数
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
内
容
は
付
帯

決
議
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

内
閣
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
子
力
損
害
賠
償
法
改
正
案
に
、電
力

事
業
者
や
利
害
関
係
者
の「
責
任
」、国
の「
役
割
」と
書
か
れ
て

い
る
こ
と
に
対
す
る
課
題
感（
国
策
で
原
子
力
政
策
を
進
め
た
の

だ
か
ら「
役
割
」で
は
な
く
、国
の「
責
任（
社
会
的
で
な
く
法
的
）」

を
明
文
化
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
？
）参
考
人
の
ご
見
解
を

伺
い
ま
し
た
。

第
1
9
7
臨
時
国
会

8月13日に実施した有志勉強会の様子

BS-TBS 報道1930
特集「政界と女性議員」

※みこちゃん（大学3年生）は近藤和也衆議院議員（石川3区）のお嬢さま

私たちが“新・ドマーニスト”33人です！
Domaniとは？

ランドセ
ルの会発足

2018
10.19

東海テレビ ニュースONE
参議院議員の役割は？ 

2019
6.11

東京すくすく
ママパパ議連 本音で話しちゃう！

「ただただ、仲間が欲しかった」

2019
1.5

BS-TBS 報道1930
特集「今年の国会振り返りと
今後の日本の行く末について」

2018
12.10

毎日新聞政治プレミア
子ども不在の政治を変える
心震える政策を

中央公論4月号
慶應義塾大学井手英策教授鼎談記事
「若手議員が熱血討論！支持率1％の
国民民主党 覚悟と執念で這い上がれ」

Yahoo！Japan
Future Questions
新しい日本を創る改革とは
若き政治家は未来をいかに描くか

2019
2.8

日経新聞電子版

Domani（ドマーニ）

国会で広がる子育ての輪
（写真でみる永田町） 

2019
6.4

2019
4.24

YouTubeみこちゃんねる
議員会館にキッズスペース！
ママさん議員と娘たち【政治家の娘シリーズ】
3歳の街頭演説がプロ並　

2019
8.2

2019
8.28

2019
3.8

ワーママ参議院議員が解説！「育児はママがやるもの？」
「どうしたらパパも休める？」日本の“男性育休”事情

第1回
コラム

「ニッポンのワーキングマザーはかっこいい！」を合言葉
に、雑誌やWEB、SNSを展開する小学館のワーキング
マザー向けファッション誌。今後1年間「Domanist
（ドマーニスト）」として取材やコラムを担当します。

ランドセル代などの就学援助金の入学前支給について
行政による養育費保証支援（※1）について
窓口ハラスメント（※2）対策について

第1弾
第2弾
第3弾

メディア掲載
media
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東京都

長崎県
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北海道

愛参7 区 版 国民民主プレス編集部
〒100-0014 東京都千代田区永田町1-11-1 TEL:03-3595-9988（代表）
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生の「一
現場で聞い

次情報」こそが力
た声を国会質疑に

学
童
で
事
故
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、国
が
そ
の
情
報
を
集
約
し
て

検
証
す
る
仕
組
み
が
あ
る
の
に
、な
ぜ
放
課
後
デ
イ
に
つ
い
て
は
自
治

体
へ
の
報
告
を
求
め
る
だ
け
な
の
か
？
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て

子
ど
も
の
生
活
力
が
上
が
る
と
報
酬
が
低
く

な
る
と
い
う
制
度
の
矛
盾
を
な
ぜ
放
置
し
て

い
る
の
か
？
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
を

置
か
な
け
れ
ば
報
酬
は
減
算
さ
れ
る
の
に
、

児
発
管
を
養
成
す
る
研
修
が
追
い
つ
い
て

い
な
い
実
態
を
把
握
し
て
い
る
の
か
？
な
ど
、

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
達
の
学
び
の
場
に

つ
い
て
文
科
大
臣
に
ご
所
見
を
伺
い
ま
し
た
。

2018
12/6

文
教
科
学
委
員
会 

一
般
質
疑

文
化
、人
的
交
流
な
ど
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
活
用
し
た
、ア
ジ
ア

太
平
洋
に
お
け
る
平
和
の
実
現
に
資
す
る
日
本
外
交
に
つ
い
て
参
考
人

に
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。日
中
、日
韓
の
若
者
交
流
行
事
で
よ
く

行
わ
れ
る「
事
な
か
れ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」を
や
め
、若
い
時
に

こ
そ
、お
互
い
の
価
値
観
を
ぶ
つ

け
合
う「
心
震
え
る
ディ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」の
場
を
用
意
す
る
こ
と

こ
そ
、未
来
に
お
い
て
我
々
の

想
像
を
超
え
る
両
国
関
係
を

構
築
す
る
唯
一の
方
法
で
は
な
い

か
？
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

2019
2/27

国
際
経
済
・
外
交
に
関
す
る
調
査
会 
参
考
人
質
疑

大
学
修
学
支
援
法
と
学
校
教
育
法
改
正

案
と
い
う
全
く
別
の
法
案
が一括
審
議
さ
れ
る

こ
と
に
対
す
る
疑
義
や
、こ
の
法
案
に
よ
っ
て

在
学
生
徒
や
中
所
得
世
帯
の
支
援
金
額
が

中
止
や
減
額
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
制
度

設
計
不
備
の
指
摘
の
ほ
か
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
の
就
学

援
助
金
の
入
学
前
支
給
に
係
る
制
度
の
改
善

を
文
科
大
臣
に
求
め
ま
し
た
。

2019
3/20

文
教
科
学
委
員
会 

予
算
委
嘱
審
査

児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
で
最
も
多
い
の
は

「
0
歳
0
カ
月
0
日
0
時
間
」つ
ま
り
産
声
を
塞
が

れ
て
亡
く
な
る
子
ど
も
達
で
す
。子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
い
く
ら
整
備
し
て
も
、産
声
を

塞
ぐ
母
親
は
相
談
窓
口
に
は
辿
り
着
き
ま
せ
ん
。

行
政
と
繋
が
る
こ

と
が
難
し
い
妊
婦

が
い
る
。こ
の
事
実

に
政
治
は
向
き
合

わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。厚
労
大
臣
に
、

内
密
出
産
制
度
の

検
討
や
赤
ち
ゃ
ん

ポ
ス
ト
の
法
的
位

置
付
け
の
整
理
を

求
め
ま
し
た
。

2019
3/22

予
算
委
員
会 

一
般
質
疑

母
の
質
疑
を
初

傍
聴
。（
1
年
半
に

及
ぶ
申
し
入
れ
の

結
果
、昨
年
7
月

か
ら
参
議
院
で
の

児
童
傍
聴
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
）

2019
4/19

本
会
議 

大
学
修
学
支
援
法
質
疑

奨
学
給
付
金
制
度
の
不
備
や
、男
性
育
休
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で

働
く
女
性
の
産
休
育
休
に
つ
い
て
質
問
し
た
他
、セ
ク
ハ
ラ・マ
タ
ハ
ラ

な
ど
、あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
の
為
の
国
民
民
主
党

作
成
法
案
を
、片
山
さ
つ
き
男
女
共
同
参
画
担
当

大
臣
に
提
案
し
ま
し
た
。

1
9
4
7
年
の
第
1
回
国
会
以
来
、参
議
院
に
の
み

常
任
委
員
会
と
し
て
決
算
委
員
会
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。（
国
会
法
第
41
条
3
項
14
号
）充
実
し
た
決
算
審
査

を
行
い
、そ
れ
を
後
年
度
の
予
算
編
成
や
政
策
遂
行
に

反
映
さ
せ
る
の
が
目
的
で
す
。予
算
執
行
実
績
は
省
庁

別
に
審
査
す
る
ほ
か
、総
理
以
下
全
大
臣
出
席
の
も
と

全
般
質
疑
や
総
括
質
疑
も
行
わ
れ
、野
党
筆
頭
理
事
は

与
党
と
委
員
会
の
開
催
日
時
や
質
疑
時
間
の
交
渉
、

内
閣
に
対
す
る
警
告
決
議
や
措
置
要
求
決
議
、会
計

検
査
院
へ
の
検
査

要
請
を
取
り
ま

と
め
る
他
、政
府

の
足
ら
ざ
る
答
弁

に
対
し
て
は
、委

員
長
席
に
詰
め

寄
っ
て
そ
れ
を
是

正
さ
せ
る
と
い
う

重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
す
。

2019
4/15

決
算
委
員
会 

省
庁
別
審
査

新
元
号「
令
和
」の
意
味
は「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う

中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」と
い
う
意
味
だ
そ
う
。復
興
大
臣
に
、

文
化
を
テ
コ
に
し
た
復
興
、特
に
心
の
復
興
に
つ
い
て
ご
所
見
を

伺
い
ま
し
た
。

2019
4/10

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会

大
臣
所
信
に
対
す
る
質
疑

N
H
K
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を

23
年
務
め
ら
れ
た
国
谷
裕
子
参
考
人
や
東
大
名
誉

教
授
の
北
岡
伸一参
考
人
ら
に
S
D
Gs
や
パ
リ
協
定

を
推
進
す
る
上
で
の
国
内
課
題
に
つ
い
て
ご
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。参
考
人
か
ら
は「
政
治
の
意
思
が
希

薄
」「
政
治
家
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
欠
け
て
い
る
」「
国
会

内
の
ジェ
ン
ダ
ー
不
平
等
な
ど
」な
ど
厳
し
い
ご
指
摘

を
頂
き
ま
し
た
。

2019
4/17

国
際
経
済
・
外
交
に
関
す
る
調
査
会

参
考
人
質
疑

第
1
9
8
通
常
国
会

MEMO

「
決
算
の
参
議
院
」

決
算
委
員
会

野
党
筆
頭
理
事
の
仕
事

4月10日 東日本大震災復興特別委員会 大臣所信に対する質疑▶

▼4月19日 本会議 大学修学支援法質疑

ママパパ議員連盟ママパパ議員連盟
の活動

超党派

2018年3月1日。16人で始めた議連は今や80人を超える大所帯
になりました。子ども子育て政策に党派を超えて取り組むことや、
子育て世代の声を我がものとして聞ける議員を増やすため、チャレ
ンジを続けています。

ママパパで取り組んできた乳児用液体
ミルク（3月11日店頭発売）をお披露目。

超党派ママパパ議員連盟
　　1周年記念総会（2019年3月6日）

子育てサイト 東京すくすくで
　　　   リレーコラム「本音で話しちゃう！」開始

「ママたちの選挙を考える」要請書を
　各党代表に申し入れ（2019年5月28日）

霞が関で働くママパパたちの
　「働き方改革」を考える（2019年6月20日）

憲政史上最大数の女性が立候補する
参議院議員選挙を前に各党代表に申し
入れを行いました。

伊藤孝恵（国民民主党）第1回 寺田学（無所属）第2回

加藤鮎子（自民党）第3回 蓮舫（立憲民主党）第4回

里見隆治（公明党）第5回 朝日健太郎（自民党）第6回

吉良佳子（共産党）第7回 片山大介（日本維新の会）第8回（予定）

第1回の内容は裏表紙のQRコードから！

　「政治分野における男女共同参画推進法」施行後初の大型選挙であった「第19回統一地方
選挙（2019年4月7日/21日）」には、多くの女性が挑戦し、その中には政治未経験者や子育て世代、
介護に直面する女性の姿があったことは、大いなる希望でした。しかし一方で、彼女たちの前に立ち
はだかる壁もまた多く存在し、それが顕在化された時間であったことも事実です。
　2018年3月1日に党派を超えて設立された「超党派ママパパ議員連盟（会長：野田聖子 会員数：
78名）」では、2019年5月28日に「ママたちの選挙を考える」を議題とした総会を開催し、
・女性候補者や女性議員の取材を続けている自身も子育て中の女性新聞記者
・政治未経験ながらも愛知県議会議員選挙に立候補した4人の母親である候補者
・政治学者（上智大学法学部教授 三浦まり先生）
のお三方からみた、女性候補者の選挙戦における課題や提言を頂いた後、議員間での討議を行いました。
　本日は、当日の議事録やアンケート結果をお届け致します。今後、女性候補者の選挙戦における
課題を各党でも把握し、対応頂きますと共に、それに留まらず「政治分野における男女共同参画
推進法」の理念を鑑み、女性政治家の誕生や育成、両立支援などに、特段のご尽力を賜りたく、ここ
に要請いたします。

【申し入れ内容】 
女性候補者の選挙戦における課題の把握に関する要請書

以上

ママたちの選挙の「未来」を考えています

本
会
議 

議
事
録
全
文
掲
載

P
6・P
7

▼NHK
　国会中継

詳細はP5
コラム参照
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厚
労
大
臣
に
対
し
、大
臣
は
こ
の
法
案
を
、女
性

は
家
事
も
育
児
も
や
り
な
が
ら
更
に
バ
リ
バ
リ

働
い
て
G
D
P
を
あ
げ
て
く
れ
と
い
う「
経
済

文
脈
」で
語
っ
て
い
る
の
か
？
そ
れ
と
も
非
正
規

雇
用
や
職
業
差
別
、賃
金
格
差
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
課
題
や
育
児
・
介
護
と
仕
事
の

両
立
の
壁
な
ど
、女
性
に
未
だ
に
立
ち
は
だ
か
る
、

あ
ら
ゆ
る
不
条
理
を
解
消
す
る「
女
性
の
生
き
方

文
脈
」で
認
識
し
て
い
る
の
か
？
ま
ず
そ
の
入
口

か
ら
聞
か
せ
て
く
れ
と
お
願
い
し
ま
し
た
が
、

お
答
え
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

厚
労
省
の
統
計
不
正
問
題
を
受
け
、

公
的
統
計
が
法
令
に
従
い
効
率
的
・

経
済
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
？
政
策

効
果
を
あ
げ
て
い
る
か
？
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
た
め
、実
地
検
査
な
ど

を
行
う
権
能
を
持
ち
、内
閣
か
ら
独
立

し
た
機
関
で
あ
る
会
計
検
査
院
に

対
し
、国
会
法
第
1
0
5
条
に
基
づ
く

検
査
要
請
を
し
ま
し
た
。同
時
に
、国
民

民
主
党
の
指
摘
で
発
覚
し
た
厚
労
省

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
提
携
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

サ
ー
バ
ー
が
、整
備
費
80
億
円
を
か
け
て
お
き
な
が
ら
、利
用
率
は

想
定
の
0.
0
8
%
だ
っ
た
件
に
関
連
し
、総
務
省
の
サ
ー
バ
ー
に

つ
い
て
も
大
臣
に
事
実
確
認
し
た
と
こ
ろ
、整
備
費
2
5
8.
6
億
円
。

利
用
率
は
想
定
の
2.
2
%
だ
っ
た
事
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、厚
労

省
、総
務
省
の
み
な
ら
ず
、政
府
全
体
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
一
斉

点
検
も
併
せ
て
会
計
検
査
院
に
要
請
し
ま
し
た
。

2019
5/22

決
算
委
員
会 

省
庁
別
審
査

少
子
化
対
策
お
よ
び
女
性

活
躍
推
進
費
名
目
の
予
算
執
行

状
況
と
、そ
の
効
果
分
析
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。少
子
化
の

原
因
は
政
治
家
が
第
1
次
、

第
2
次
に
次
ぐ「
第
3
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
」が
起
こ
る
環
境
を

1
9
9
0
年
〜
2
0
0
0
年
代

に
対
策
を
打
つ
な
ど
し
て
整
え

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
責
任
の

一
端
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

多
く
を
女
性
の
意
識
の
問
題
に

責
任
転
嫁
す
る
政
府
の
姿
勢
に

対
し
、疑
義
を
述
べ
ま
し
た
。

長
期
債
務
の
残
高
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
、有
効
な
対
策
を
取
れ
て
い

な
い
点
や
、歳
出
項
目
の
硬
直
化
に
よ
り

弾
力
的
な
政
策
運
営
が
で
き
て
い
な
い
点

（
社
会
保
障
関
係
費
と
国
債
費
だ
け
で

歳
出
決
算
額
に
占
め
る
割
合
が 

56.
1
％

に
上
る
）他
に
よ
り
、29
年
度
決
算
に

反
対
。内
閣
に
対
す
る
警
告
決
議
案
や

措
置
要
求
決
議
案
、国
会
法
第
1
0
5
条

に
基
づ
く
会
計
検
査
院
に
対
し
て
の
検
査

要
請
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。

2019
6/3

決
算
委
員
会 

准
総
括
質
疑

質
疑
に
先
立
ち
東
京
都
児
童
相
談

セ
ン
タ
ー
と
一
時
保
護
所
を
視
察
し
、

現
場
の
声
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
1
月
、愛
知
県
で
3
つ
子
の
マ
マ
が
生
後
11
ヶ
月
の
次
男
を

床
に
叩
き
つ
け
て
死
亡
さ
せ
た
事
件
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
よ
う
や
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

多
胎
育
児
の
課
題
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。併
せ
て
彼
女

が
残
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち

を
育
て
な
が
ら
罪
を
償
っ

て
い
く
為
に
欠
か
せ
な
い

「
地
域
の
保
護
司
」の
課
題

に
つ
い
て
も
厚
労
大
臣
の

ご
所
見
を
伺
い
ま
し
た
。

2019
6/13

厚
生
労
働
委
員
会 

児
童
虐
待
防
止
法
質
疑

2019
6/10

決
算
委
員
会 

反
対
討
論

文
科
政
務
官
が
、本
来
な
ら
文
科
省
周
辺
に
待
機
す
べ
き
在
京

当
番
日
に
選
挙
区
に
戻
っ
て
い
た
上
、秘
書
運
転
の
車
が
あ
て
逃
げ

事
故
を
起
こ
し
て
い
た
問
題
に
つ
い
て
、集
中
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

2019
5/9

文
教
科
学
委
員
会 

大
学
修
学
支
援
法
質
疑

待
機
児
童
解
消
や
保
育
の

質
の
確
保
よ
り
無
償
化
が
優
先

さ
れ
る
本
法
案
に
対
し「
保
育
園

落
ち
た
」次
女
を
持
つ
身
と
し
て

切
実
な
る
訴
え
と
提
案
を
3
人

の
大
臣
に
す
る
と
共
に
、例
え
ば

自
民
党
本
部
の
目
の
前
に
あ
る

広
大
な
遊
休
公
有
地（
廃
校
し
た

小
学
校
）な
ど
の
保
育
園
活
用
の

検
討
を
求
め
ま
し
た
。

2019
4/25

内
閣
・
厚
労
・
文
科
委
員
会
連
合
審
査

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
質
疑

2019
5/28

文
教
科
学
委
員
会

在
京
当
番
ル
ー
ル
に
関
す
る
集
中
審
議

2019
5/16

厚
生
労
働
委
員
会

女
性
活
躍
推
進
法
質
疑

2019
6/5

本
会
議

児
童
虐
待
防
止
法
質
疑

国
民
民
主
党
と
し
て
修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。残
念
な
が
ら

反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
内
容
は
付
帯
決
議
に
盛
り

込
み
ま
し
た
。

2019
6/14

本
会
議 

反
対
討
論

5月16日 厚生労働委員会 女性活躍推進法質疑▶◀5月28日 文教科学委員会 在京当番ルールに関する集中審議

本
会
議 

議
事
録
全
文
掲
載

P
10・P
11

本
会
議 

議
事
録
全
文
掲
載

P
8
〜
P
10

本
来
の
教
育
無
償
化
と
は
、家
計
の

所
得
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
学
生
を
対
象

に
授
業
料
や
給
付
型
奨
学
金
を
支
給

す
る
こ
と
で
あ
り
、今
回
の
法
案
の
よ
う

に
政
治
的
に
生
ま
れ
た
も
の
は
必
ず

政
治
的
に
変
質
す
る
。哲
学
な
き
高
等

教
育
無
償
化
政
策
は
必
ず
綻
ぶ
。法
案

の
問
題
点
と
修
正
提
案
を
述
べ
ま
し
た
。

2019
4/23

文
教
科
学
委
員
会

大
学
修
学
支
援
法
質
疑

報道
政治の力力

チカラ

NHKの若い
記者たちと共に
課題解決に

取り組んでいます 統一地方選に立候補した女性から
「落選したのに現住所や電話番号がネット
にのったままになっているため自宅に男性
が訪ねてきた」と聞き、総務省に確認した
ところ、そういった課題の把握はしている
が実態調査はしたことがなく、現在は対応
不可とのこと。昭和25年に定められた公職
選挙法を拠り所とした住所の公開はあくま
でも当選人であり立候補者ではありません。
基、ネットの規定自体がありません。
立法当時は住所などが候補者のことを
知る為に有益な情報であったかもしれませ
んが、令和元年においてそれは本当に必要
なのか？個人情報保護は立候補する者に
は適用されないのか？公開する、しないを
選択することすら許されないのか？議論を
深めていきます。

立候補者の
個人情報保護

?

霞が関の労働環境についてアンケート
を実施したところ、1,006人の現役官僚や
元官僚、そのご家族から回答があり、全体の
7割以上の方が過労死認定基準を超える
残業をしていることが明らかになりました。
臨月の妊婦が明け方までサービス残業を
していたり、子どもたちと他愛ない会話も
出来ず、一緒にお風呂に入ることも許され
ない、そんなママパパが溢れる霞ヶ関・永田
町の現状を変えるため、私たちも動きます。

霞が関の
リアル

?

発達障がい（学習障がい）の１つである読み書き
障がいは、文字を読んだり書いたりすることが苦手で、
テストの問題を解く力はあっても、それを解答用紙に
記入することが出来ないという障がいです。読書バリア
フリー法の立法に際しては、視覚障がいの方のみな
らず、読み書き障がいを持つ子ども達のための「音声
読み上げ書籍」の充実にもこだわりました。

「読み書き障がい」の
子どもたち

?
参考WEBページ NHK政治マガジン

「私の住所をさらさないで！」

「僕は漢字が書けません」

参考WEBページ NHK政治マガジン

参考WEBページ NHK政治マガジン

「官僚の妻・夫の叫び
　～子どもが持てない、残業代がでない」

政府見解を
質問主意書で確認

野田聖子会長・
蓮舫副会長も出席した
ママパパ議連総会

学校における
読み書き障がいへの
合理的配慮の現状を
質問主意書で確認
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大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
案 

質
疑

　
国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
の
伊
藤
孝
恵
で
す
。私
は
、会
派
を
代
表
し
、

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る

法
律
案
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、答
弁
が
不
十
分
だ
っ
た

場
合
は
再
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
申
し
上
げ
ま
す
。

　
質
疑
に
入
る
前
に
、与
党
の
横
暴
に
対
し
、強
く
抗
議
を
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
都
合
に
よ
り
勝
手
に
増
や
し
た
参
議
院
定
数
6
の
コ
ス
ト
を

賄
う
た
め
、参
議
院
議
員
の
歳
費
を
削
減
す
る
法
案
を
与
党
の
数
の
力
で

押
し
切
ろ
う
と
す
る
な
ど
、余
り
に
も
道
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。国
民
民
主
党

は
、自
民
党
が
法
案
を
提
出
し
た
2
月
8
日
、同
じ
日
に
対
案
を
出
し
て

い
ま
す
。昨
日
は
更
な
る
対
案
を
出
し
、複
数
の
選
択
肢
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
聞
く
耳
も
持
た
ず
、強
引
に
成
立
に
向
け
て
ひ
た
走
る
与
党
の

姿
勢
に
強
く
抗
議
を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、副
大
臣
、大
臣
の
辞
任
も
相
次
い
で
い
ま
す
。一
人
は
、国
交
副
大
臣

の
肩
書
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
、自
分
が
そ
ん
た
く
を
す
る
と
国
の
直
轄

調
査
に
で
き
ち
ゃ
う
と
浅
は
か
な
自
慢
を
し
て
辞
任
。も
う
一
人
は
、大
臣

ク
ラ
ス
の
自
分
が
復
興
以
上
に
議
員
が
大
事
と
言
え
ば
さ
ぞ
や
彼
女
の

支
援
者
た
ち
は
盛
り
上
が
る
だ
ろ
う
と
、非
道
極
ま
り
な
い
比
較
を
し
て

辞
任
。自
分
た
ち
が
持
つ
肩
書
と
い
う
権
力
に
つ
い
て
の
認
識
は
し
っ
か
り

で
き
て
い
る
の
に
、そ
の
権
力
は
誰
の
た
め
、何
の
た
め
に
使
う
べ
き
か
を

忘
れ
て
い
る
、残
念
な
権
力
者
た
ち
の
情
け
な
い
辞
任
劇
で
し
た
。

　
総
理
の
任
命
責
任
は
余
り
に
も
重
い
。参
議
院
規
則
第
38
条
2
項
に
よ
る

予
算
委
員
会
の
開
会
を
強
く
求
め
ま
す
。

　
さ
て
、本
法
案
は
、衆
議
院
に
お
い
て
は
、学
校
教
育
法
、国
立
大
学
法
人

法
、私
立
学
校
法
、独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
法

の一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
と
の一
括
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。本
来
一つ
に

で
き
る
は
ず
も
な
い
、審
議
の
ポ
イ
ン
ト
が
全
く
違
う
法
案
を
束
ね
る
の
は
、

や
は
り
間
違
っ
て
い
ま
す
。本
院
で
は
切
り
分
け
て
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
こ
そ
、そ
の
証
左
で
す
。ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
立
法
府
の
あ
る
べ
き

姿
に
立
ち
戻
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、熟
議
の
府
で
あ
る
参
議
院
の
矜
持
と
も

言
え
る
裁
定
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。熟
議
と
は
、熟
慮
し
議
論
す
る
こ
と

で
す
。自
ら
の
意
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、他
者
の
異
な
る
意
見
を
聞
き
、

納
得
し
た
り
、自
分
の
誤
り
に
気
付
い
た
り
し
な
が
ら
意
見
を
修
正
し
て

で
き
る
よ
う
、附
則
第
4
条
、消
費
税
の
収
入
の
く
だ
り
に「
等
」、「
な
ど
」

を
追
加
し
て
、消
費
税
以
外
の
財
源
も
活
用
で
き
る
よ
う一部
修
正
を
加
え
る

の
が
適
当
だ
と
考
え
ま
す
が
、大
臣
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
附
則
の
第
1
条
に
は
、増
税
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
支
援
措
置
を

先
送
り
で
き
る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。で
あ
れ
ば
、本
法
案
は
な
ぜ
日
切
れ

扱
い
な
の
で
し
ょ
う
か
。消
費
税
を
ど
う
す
る
か
を
決
め
て
か
ら
、変
更
の

な
い
情
報
を
学
生
に
届
け
た
方
が
混
乱
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、大
臣

の
御
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、増
税
を
見
込
ん
で
学
費
を
便
乗
値
上
げ
す
る
大
学
が
出
て
き
た

場
合
、そ
れ
に
対
し
て
文
科
省
は
ど
う
対
応
す
る
か
、計
画
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。高
過
ぎ
る
入
学
金
や
授
業
料
の
更
な
る
高
騰
を
ま
さ
か
黙
認
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
が
、念
の
た
め
確
認
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
最
大
の
懸
念
は
、本
法
案
の
施
行
に
よ
る
国
立
大
学
の
授
業
料
減
免

制
度
の
縮
小
、制
度
の
後
退
の
可
能
性
で
す
。現
在
、各
大
学
が
様
々
な
工
夫

を
凝
ら
し
て
実
施
し
て
い
る
授
業
料
減
免
に
お
い
て
は
、中
間
所
得
層
の

学
生
も
そ
の
対
象
と
な
り
得
て
い
ま
す
。し
か
し
、新
た
な
制
度
に
統
一
さ

れ
た
場
合
、授
業
料
減
免
の
対
象
範
囲
が
狭
ま
り
、こ
れ
ま
で
支
援
を
受
け

て
き
た
学
生
は
、今
後
は
支
援
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

各
大
学
の
主
体
的
な
取
組
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
規
定

を
盛
り
込
む
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、大
臣
の
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、両
親
と
子
供
二
人
の
家
族
4
人
世
帯
の
場
合
、現
行
で
は
、

世
帯
年
収
4
6
4
万
円
ま
で
全
額
免
除
、6
8
0
万
円
ま
で
半
額
免
除
の

対
象
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、新
制
度
で
は
、世
帯
年
収
2
7
0
万
円
ま
で

が
全
額
免
除
、3
8
0
万
円
ま
で
の
支
援
に
と
ど
ま
り
ま
す
。中
間
所
得
層

で
あ
る
多
く
の
御
家
庭
で
教
育
費
の
負
担
が
増
え
、今
減
免
対
象
に
な
っ
て

い
る
在
校
生
も
途
中
で
支
援
を
打
ち
切
ら
れ
る
事
態
が
濃
厚
で
す
。

　
大
臣
、制
度
の
後
退
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、各
大
学
が
こ
れ

ま
で
ど
お
り
の
基
準
で
減
免
が
行
え
る
よ
う
、運
営
費
交
付
金
等
で
財
政

措
置
を
し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。適
切
な
金
額
を
算
出
す
る
に
は
、

在
校
生
の
保
護
者
の
課
税
証
明
書
を
取
り
寄
せ
、世
帯
年
収
を
確
認
し
、

新
制
度
か
ら
は
じ
き
飛
ば
さ
れ
る
生
徒
を
認
定
し
た
上
で
、手
当
て
に

必
要
な
金
額
を
算
出
、概
算
要
求
に
間
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

8
月
31
日
ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は
僅
か
で
す
。必
要
な
調
査
を
迅
速
に
実
施

　
次
に
、非
進
学
者
の
不
公
平
感
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
で
あ
り
ま
す
が
、

高
校
卒
業
後
に
進
学
せ
ず
に
働
く
者
と
の
公
平
性
に
留
意
し
な
が
ら
も
、

経
済
状
況
が
困
難
な
家
庭
の
子
供
ほ
ど
大
学
等
への
進
学
率
が
低
い
状
況
に

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、今
回
の
支
援
措
置
は
、真
に
支
援
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
低
所
得
者
世
帯
に
限
っ
て
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
措
置
は
、進
学
を
希
望
し
て
も
家
庭
の
経
済
事
情
で
諦
め
て
い
た

子
供
た
ち
に
、大
学
、短
期
大
学
、そ
し
て
高
等
専
門
学
校
、専
門
学
校
へ
の

進
学
の
道
を
開
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、支
援
を
受
け
た
学
生
が
多
様
な

分
野
で
学
び
、活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、高
等
教
育
の
無
償
化
が
5
年
以
上
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
放
置

さ
れ
て
き
た
理
由
で
あ
り
ま
す
が
、国
際
人
権
Ａ
規
約
で
は
、無
償
教
育
の

漸
進
的
な
導
入
に
つ
い
て
、そ
の
範
囲
や
方
法
を
含
め
、具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
方
法
を
取
る
か
は
加
盟
国
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。平
成
24
年
に

高
等
教
育
の
漸
進
的
無
償
化
を
留
保
撤
回
し
て
以
降
、文
部
科
学
省
に

お
い
て
は
、給
付
型
奨
学
金
を
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
す
る
と
と
も
に
、

希
望
者
全
員
へ
の
貸
与
の
実
現
な
ど
、無
利
子
奨
学
金
の
更
な
る
充
実
等
、

高
等
教
育
へ
の
進
学
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、支
援
措
置
の
対
象
範
囲
拡
大
の
検
討
の
お
尋
ね
で
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
支
援
措
置
は
、経
済
状
況
が
困
難
な
家
庭
の
子
供
ほ
ど
大
学
等
への

進
学
率
が
低
い
状
況
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、真
に
支
援
が
必
要
な
低

所
得
世
帯
に
限
っ
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。一
方
、こ
の
対
象
範
囲
に
か
か
わ

ら
ず
、こ
れ
ま
で
も
奨
学
金
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

支
援
対
象
の
拡
大
は
、必
要
な
安
定
的
財
源
の
確
保
に
加
え
、低
所
得
世
帯

以
外
は
こ
の
奨
学
金
の
拡
充
に
よ
り
進
学
機
会
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、

先
ほ
ど
議
員
自
ら
が
御
指
摘
の
よ
う
な
、進
学
せ
ず
に
働
く
者
と
の
公
平
性

を
十
分
に
踏
ま
え
て
慎
重
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、財
政
や
進
学
率
な
ど
、そ
の
時
々
の
状
況
を

総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
我
が
国
に
お
け
る
無
償
教
育
の
漸
進
的
導
入
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、そ
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジュ
ー
ル
や
予
算
、

財
源
に
つ
い
て
今
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
次
に
、消
費
税
以
外
の
財
源
活
用
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
で
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
支
援
措
置
は
、消
費
税
収
を
社
会
保
障
4
経
費
に
充
て
る
消
費
税
法

し
、概
算
要
求
し
て
い
く
お
つ
も
り
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、明
確
に
御
答
弁

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、本
法
案
が
提
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
き
っ
か
け
は
、2
0
1
7
年

5
月
3
日
に
安
倍
総
理
が
憲
法
改
正
案
に
高
等
教
育
の
無
償
化
を
盛
り

込
む
と
宣
言
し
、そ
の
後
、9
月
に
、衆
議
院
の
解
散
理
由
を
述
べ
た
記
者

会
見
に
お
い
て
、突
如
、社
会
保
障
と
税
の一体
改
革
で
決
ま
っ
て
い
た
消
費
税

増
税
分
の
使
い
道
を
幼
児
教
育
や
高
等
教
育
の
無
償
化
等
に
充
て
る
と

言
い
出
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。所
轄
官
庁
で
の
具
体
的
な
議
論
を
し
な
い

ま
ま
大
枠
を
政
治
的
に
決
め
た
た
め
に
、こ
れ
ま
で
の
高
等
教
育
や
奨
学
金

制
度
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
も
せ
ず
、高
等
教
育
の
到
達
点
と
は
ど
こ
か
、

大
学
教
育
が
卒
業
後
の
人
生
に
お
い
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う

素
朴
な
疑
問
に
も
、誰
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
総
理
に
は
、無
償
化
に
対
す
る
哲
学
を
感
じ
ま
せ
ん
。政
策
の
重
み
、

思
想
の
重
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。多
く
の
メ
ディ
ア
で
大
学
卒
業
後
の
ロ
ー
ン

返
済
に
苦
し
む
学
生
の
姿
が
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
、大
学
進
学
の
費
用

負
担
が
、同
じ
く
顕
在
化
し
て
い
た
待
機
児
童
問
題
と
と
も
に
、子
育
て

世
帯
の
不
安
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
に
懸
案
の
消
費
税
増
税
と
憲
法

改
正
を
結
び
付
け
、こ
れ
幸
い
と
ば
か
り
に
選
挙
に
利
用
し
た
だ
け
で
す
。

　
柴
山
大
臣
、政
治
的
に
生
ま
れ
た
も
の
は
政
治
的
に
変
質
し
ま
す
。哲
学

な
き
政
策
は
必
ず
綻
び
ま
す
。子
供
た
ち
に
投
資
す
る
意
味
、無
償
化
に
対

す
る
哲
学
が
総
理
に
あ
る
な
ら
、制
度
の
後
退
が
起
こ
り
得
る
深
刻
な
事
態

で
あ
る
の
に
無
償
化
を
実
現
す
る
な
ど
と
軽
々
し
く
言
え
な
い
は
ず
で
す
。

　
本
来
の
無
償
化
と
は
、家
計
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
学
生
を
対
象

に
授
業
料
を
免
除
し
た
り
、給
付
型
奨
学
金
を
支
給
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

子
供
の
学
び
や
育
ち
に
線
引
き
は
必
要
な
い
、そ
う
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。

　
柴
山
大
臣
、今
日
は
、ど
こ
か
か
ら
コ
ピ
ー
し
て
き
た
よ
う
な
、家
庭
の
経

済
事
情
に
よ
り
教
育
の
格
差
を
是
正
し
、貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
的
な
耳
触
り
の
い
い
答
弁
は
要
り
ま
せ
ん
。本
法
案
に
魂
を
吹

き
込
む
た
め
、本
法
案
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
修
正
に
御
尽
力
い
た
だ
き

た
い
、制
度
が
後
退
し
な
い
よ
う
、運
営
費
交
付
金
の
措
置
を
御
検
討
い
た

だ
き
た
い
、た
だ
ひ
た
す
ら
そ
の
こ
と
を
お
願
い
し
、私
の
質
問
を
一
旦
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
文
部
科
学
大
臣 

柴
山
昌
彦
氏
か
ら
の
回
答

　
伊
藤
議
員
か
ら
の
お
尋
ね
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。最
初
に
、政
府
が
負
う

学
生
支
援
義
務
と
公
的
負
担
に
よ
る
家
計
の
教
育
費
負
担
軽
減
の
必
要
性

に
つ
い
て
お
尋
ね
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。教
育
基
本
法
第
4
条
第
3
項
は
、憲
法

第
26
条
第
1
項
の
精
神
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、能
力
が
あ
り
な
が
ら

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
は
、国
や
地
方
公
共

団
体
が
積
極
的
に
奨
学
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
ま
す
。こ
の

た
め
、こ
れ
ま
で
も
日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
る
奨
学
金
事
業
な
ど
公
的

負
担
に
よ
る
家
計
の
教
育
費
負
担
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、今
回
の

新
た
な
修
学
支
援
措
置
に
よ
り
、一
層
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

の
下
、制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、

本
年
10
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
増
収
分
を
活
用
し
、安
定
財
源
を

確
保
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、御
指
摘
の
よ
う
な
法
案
修
正
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、消
費
税
率
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、政
府
と
し
て
は
、

反
動
減
等
の
十
二
分
な
対
策
を
講
じ
た
上
で
、法
律
で
定
め
ら
れ
た
と
お
り

本
年
10
月
に
10
％
に
引
き
上
げ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　　
次
に
、本
法
律
案
を
日
切
れ
扱
い
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
で

あ
り
ま
す
が
、高
校
生
の
早
期
の
進
路
選
択
に
資
す
る
よ
う
、機
関
要
件
を

満
た
す
大
学
等
の
リ
ス
ト
の
公
表
、日
本
学
生
支
援
機
構
へ
の
奨
学
金
の

予
約
申
込
み
な
ど
の
必
要
な
準
備
行
為
を
、法
案
の
成
立
後
、夏
頃
ま
で
に

行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、法
案
の
日
切
れ
扱
い
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。な
お
、文
部
科
学
省
と
し
て
は
、消
費
税
率
の
引
上
げ
が

本
年
10
月
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、来
年
4
月
か
ら
の

新
制
度
の
実
施
に
向
け
て
着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

　　
次
に
、増
税
を
見
込
ん
だ
学
費
の
便
乗
値
上
げ
の
お
尋
ね
で
あ
り
ま
す
が
、

大
学
の
学
費
は
、基
本
的
に
は
、各
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
研
究
環
境

を
勘
案
し
な
が
ら
適
切
に
定
め
る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。消
費

増
税
を
理
由
と
し
た
学
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、合
理
的
な
範
囲
を

超
え
た
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、各
大
学
に
お
い
て
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、今
回
の
支
援
措
置
の
趣
旨

に
反
す
る
よ
う
な
学
費
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、制
度
の

趣
旨
の
周
知
に
し
っ
か
り
と
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、各
大
学
の
主
体
的
な
取
組
を
阻
害
し
な
い
配
慮
規
定
の
お
尋
ね
で

あ
り
ま
す
が
、今
後
、各
国
立
大
学
に
お
い
て
、新
制
度
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、新

制
度
に
お
い
て
は
対
象
と
な
ら
な
い
学
生
等
も
生
じ
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

当
該
学
生
の
学
び
の
継
続
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、減
免
の
事
由
や
家
計

基
準
の
実
態
や
国
立
大
学
に
お
け
る
減
免
基
準
の
考
え
方
等
を
見
極
め
つ
つ
、

何
ら
か
の
配
慮
が
必
要
か
ど
う
か
検
討
を
試
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

配
慮
す
る
規
定
を
法
案
に
盛
り
込
む
べ
き
と
の
お
尋
ね
で
あ
り
ま
す
が
、

各
大
学
が
新
制
度
の
支
援
措
置
に
加
え
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
か
に

つ
い
て
は
、各
大
学
そ
れ
ぞ
れ
が
検
討
、判
断
し
、新
し
い
基
準
を
策
定
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、法
案
に
配
慮
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
は

必
要
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、授
業
料
減
免
に
つ
い
て
、制
度
の
後
退
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め

の
財
政
措
置
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、文
部
科
学
省
と
し
て

は
、各
国
立
大
学
に
対
し
て
調
査
す
る
な
ど
し
て
、よ
り
詳
細
な
状
況
を
把

握
し
た
上
で
、新
た
な
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、し
っ
か
り
と
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
く
こ
と
で
す
。こ
の
十
分
間
が
熟
議
に
資
す
る
内
容
と
な
る
よ
う
努
め
、

以
下
、柴
山
文
部
科
学
大
臣
に
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
初
め
に
、日
本
に
お
け
る
公
的
学
生
支
援
の
根
拠
で
あ
る
憲
法
26
条

と
教
育
基
本
法
4
条
の
教
育
の
機
会
均
等
に
基
づ
き
政
府
が
負
う
学
生

支
援
義
務
と
公
的
負
担
に
よ
る
家
計
の
教
育
費
負
担
軽
減
の
必
要
性
に

つ
い
て
、大
臣
の
御
所
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、本
法
案
の
目
的
は
進
学
格
差
の
是
正
で
あ
り
ま
す
が
、一
方
で
、

こ
れ
ら
の
施
策
が
非
進
学
者
か
ら
進
学
者
へ
の
所
得
の
逆
進
的
再
分
配
と

い
う
側
面
を
持
つ
こ
と
か
ら
、不
公
平
感
の
拡
大
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
度
が
始
ま
る
と
さ
れ
る
2
0
2
0
年
の
18
歳
人
口
は
お
よ
そ
1
1
7
万
人
。

う
ち
1
0
0
万
人
弱
が
大
学
や
短
大
、専
門
学
校
に
進
学
し
ま
す
が
、
20
万

人
強
は
就
職
す
る
た
め
、何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
ば
か
り
か
、消
費
税
増
税

に
よ
っ
て
負
担
は
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。大
臣
は
、こ
の
不
公
平
感
の

是
正
に
つ
い
て
い
か
な
る
考
え
を
お
持
ち
か
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
本
政
府
は
、2
0
1
2
年
9
月
に
、経
済
的
、社
会
的
及
び
文
化
的
権
利

に
関
す
る
国
際
規
約
に
お
け
る
無
償
教
育
の
漸
進
的
な
導
入
に
対
す
る

留
保
を
撤
回
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、本
来
で
あ
れ
ば
速
や
か
に
高
等
教
育

無
償
化
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
を
実
施
す
る
責
務
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、5
年
以
上
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ
た
理
由
は
何
だ
っ
た

の
か
、教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
加
え
て
、本
法
案
に
よ
る
支
援
措
置
の
対
象
範
囲
は
住
民
税
非
課
税

世
帯
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
者
に
限
ら
れ
て
お
り
、不
十
分
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。対
象
範
囲
の
拡
大
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

大
臣
の
御
所
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、漸
進
的
無
償
化
の
今
後
の
見
通
し
、いつ
、ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジュ
ー
ル

で
、幾
ら
の
予
算
を
要
求
し
、何
を
財
源
と
し
て
更
に
進
め
て
い
く
の
か
、

具
体
的
に
お
示
し
く
だ
さ
い
。そ
も
そ
も
、支
援
措
置
の
財
源
は
、本
年
10
月

1
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
増
税
に
係
る
増
収
分
が
充
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、政
府
は
、予
定
ど
お
り
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
る
か

ど
う
か
、リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ
ク
級
の
出
来
事
が
な
い
限
り
と
の
留
保
を
付
し
、

い
ま
だ
は
っ
き
り
お
答
え
に
な
り
ま
せ
ん
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、自
民
党
の

幹
事
長
代
行
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
番
組
で
は
、6
月
の
日
銀
短
観

次
第
で
は
増
税
延
期
も
あ
り
得
る
と
放
言
し
て
い
ま
す
。で
は
、こ
の
法
案

は一
体
ど
う
な
る
ん
で
す
か
。

教
育
に
関
わ
る
大
事
な
施

策
は
、不
安
定
な
財
源
で
は

な
く
、安
定
し
た
財
源
の
下

で
継
続
し
て
行
わ
れ
る
べ
き

で
す
。安
倍
総
理
の
新
し
い

判
断
で
増
税
が
見
送
ら
れ
て

も
き
ち
ん
と
財
源
を
確
保

平
成
31
年
4
月
１9
日

国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
　
伊
藤
孝
恵

本会議議事録
全文掲載
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児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
の

児
童
福
祉
法
等
の一部
を
改
正
す
る
法
律
案 

質
疑

　
国
民
民
主
党・新
緑
風
会
の
伊
藤
孝
恵
で
す
。私
は
、会
派
を
代
表
し
、た
だ

い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
児
童
虐
待
を
許
さ
な
い
、そ
う
誰
か
が
叫
ぶ
た
び
に
、私
は
一
瞬
痛
み
を

感
じ
ま
す
。自
分
だ
っ
て
、子
育
て
を
す
る
中
で
、怒
っ
た
り
い
ら
立
っ
た
り
、

電
車
の
中
で
大
声
で
泣
く
我
が
子
の
口
を
押
さ
え
た
こ
と
も
あ
る
か
ら

で
す
。児
童
虐
待
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、こ
ん
な

不
完
全
な
私
と
共
に
生
き
る
娘
た
ち
が
、ま
た
彼
女
た
ち
の
み
な
ら
ず
、

こ
の
国
に
生
ま
れ
た
全
て
の
子
供
た
ち
が
愛
さ
れ
、抱
き
締
め
ら
れ
て
育
っ
て

ほ
し
い
と
切
に
願
い
、以
下
、質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
昨
年
3
月
、東
京
都
目
黒
区
で
、パ
パ
、マ
マ
、も
う
お
ね
が
い
、ゆ
る
し
て

と
、覚
え
た
て
の
平
仮
名
で
両
親
に
許
し
を
請
い
な
が
ら
5
歳
の
短
い
生
涯

を
閉
じ
た
女
の
子
の
ふ
び
ん
を
思
い
、多
く
の
官
僚
や
議
員
が
、立
法
府
に

い
る
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、奔
走
し
た
こ
と
が
こ
こ
に
至
る

原
動
力
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
国
民
民
主
党
も
、一
家
が
転
居
前
に
暮
ら
し
て
い
た
香
川
県
に

行
き
、現
地
の
関
係
者
か
ら
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
こ
で

預
か
っ
た
声
を
児
童
福
祉
法
等
の
改
正
案
と
し
て
ま
と
め
、昨
年
6
月
、

野
党
共
同
で
提
出
い
た
し
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
、そ
れ
は
審
議
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
、今
年
1
月
に
は
、ま
た
し
て
も
千
葉
県
野
田
市
で
10
歳
の

女
の
子
が
虐
待
に
よ
り
命
を
絶
た
れ
ま
し
た
。いつ
ま
で
こ
ん
な
悲
劇
を

繰
り
返
す
の
か
、我
々
の
案
を
せ
め
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
、大
き
な
焦
り

と
無
念
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、児
童
福
祉
司
の
増
員
に
つ
い
て
安
倍
総
理
に
伺
い
ま
す
。児
童

相
談
所
に
お
い
て
児
童
虐
待
を
含
め
た
諸
問
題
に
直
接
的
に
関
わ
っ
て

お
ら
れ
る
の
が
児
童
福
祉
司
の
方
々
で
す
。香
川
県
で
話
を
伺
っ
た
際
も
、

と
に
か
く
こ
の
児
童
福
祉
司
が
足
り
な
い
の
だ
と
悲
痛
な
声
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。我
々
は
、ま
ず
こ
こ
に
手
当
て
す
べき
だ
と
考
え
、野
党
案

に
そ
の
増
員
規
定
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。そ
の
後
、政
府
も
、児
童
福
祉
司

の
増
員
に
言
及
し
た
対
策
プ
ラ
ン
を
決
定
し
ま
し
た
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
年
3
月
に
提
出
さ
れ
た
政
府
案
に
は
、児
童
福
祉
司
の
増
員
に
つ
い
て

触
れ
ら
れ
て
も
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
で
す
か
。

　
今
般
、衆
議
院
に
お
い
て
、与
野
党
の
先
生
方
の
御
努
力
の
下
、本
法
案

　
次
に
、児
童
が
転
居
し
た
場
合
の
引
継
ぎ
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。我
々
は
、転
居
時
の
引
継
ぎ

強
化
の
重
要
性
を
訴
え
て
お
り
ま
す
。今
回
、

修
正
協
議
に
お
い
て
、そ
の
趣
旨
を
御
理
解

い
た
だ
き
、法
文
に
明
記
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
つ
い
て
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。し
か
し
、野
党
案

で
は
、転
居
前
に
当
該
児
童
に
指
導
等
の
措
置

が
と
ら
れ
て
い
た
場
合
、転
居
後
1
か
月
間
は

措
置
を
解
除
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
た

部
分
、1
か
月
と
い
う
明
確
な
期
限
を
定
め
、

引
継
ぎ
を
徹
底
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
受
け
入
れ

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、総
理
に

伺
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
事
件
を
教
訓
に
、期
間

を
明
確
に
定
め
て
措
置
を
継
続
す
る
こ
と
は

不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
が
、こ
れ
を
書
か
な
い

理
由
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。特
に
、東
京
都

目
黒
区
、千
葉
県
野
田
市
の
事
案
に
お
い
て
、

転
居
時
の
引
継
ぎ
強
化
な
し
に
彼
女
た
ち
の

悲
鳴
を
聞
き
に
行
け
た
の
か
、本
法
案
を
も
っ
て

す
れ
ば
救
え
た
の
か
、2
人
の
女
の
子
か
ら
の

命
懸
け
の
問
題
提
起
で
す
。御
答
弁
く
だ
さ
い
。

　
体
罰
の
禁
止
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。我
が
国

が
批
准
し
て
い
る
児
童
の
権
利
条
約
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
は
、大
き
な
一
歩
で
す
。今
後
、こ
の
体
罰
と
は
何
を
指
す
か

に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

誰
が
、いつ
、ど
の
よ
う
に
検
討
す
る
の
か
、根
本
厚
労
大
臣
、お
答
え
く
だ
さ
い。

　
他
方
、懲
戒
権
の
検
討
に
つ
い
て
、本
法
案
で
は
、施
行
後
2
年
を
目
途

に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。先
日
、法
制
審
議
会
に
今
月
中
に
も

諮
問
す
る
旨
を
発
表
さ
れ
た
と
承
知
し
て
お
り
、大
変
迅
速
に
動
い
て
い
た

だ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、そ
う
で
あ
れ
ば
、果
た
し
て
2
年
と
い
う
検
討

期
間
は
必
要
な
の
か
。衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
の
附
帯
決
議
で
は
、

民
法
の
懲
戒
権
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
早
急
に
検
討
を
加
え
る
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。法
務
大
臣
に
伺
い
ま
す
。懲
戒
権
の
規
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
、誰
が
、いつ
、ど
の
よ
う
に
検
討
す
る
の
か
、既
に
決
ま
っ
て
い
る

■
内
閣
総
理
大
臣 

安
倍
晋
三
氏
か
ら
の
回
答

　
伊
藤
孝
恵
議
員
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。児
童
福
祉
司
の
増
員
の
法
的

根
拠
及
び
新
プ
ラ
ン
で
の
対
応
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。児
童

福
祉
司
の
増
員
に
つ
い
て
は
、今
後
の
虐
待
相
談
対
応
件
数
の
増
加
や

ケ
ー
ス
の
複
雑
化
に
応
じ
て
、機
動
的
な
対
応
が
必
要
で
す
。こ
う
し
た

観
点
か
ら
、児
童
福
祉
司
の
配
置
数
に
つ
い
て
は
、従
来
か
ら
政
令
に
お
い

て
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、政
府
案
に
お
い
て
は
児
童
福
祉
司
の
具
体
的

な
数
値
を
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、修
正
案
に
お
い
て
も
、

与
野
党
協
議
の
結
果
、配
置
数
は
盛
り
込
ま
れ
ず
、人
口
や
相
談
件
数
、

市
町
村
に
お
け
る
事
務
の
実
施
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。お
尋
ね
の
昨
年
12
月
に

策
定
さ
れ
た
新
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、現
在
約
3
千
人
の
児
童
福
祉
司
を

内
容
も
含
め
て
、具
体
的
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。あ
わ
せ
て
、本
法
案
の
検
討

規
定
で
定
め
ら
れ
た
2
年
と
い
う
期
間
に
つ
い
て
、附
帯
決
議
に
あ
る
、早
急

に
検
討
と
の
時
間
的
整
合
性
に
つ
い
て
も
見
解
を
伺
い
ま
す
。報
道
に
、体
罰

禁
止
規
定
、懲
戒
権
の
検
討
な
ど
の
文
字
が
躍
る
た
び
、友
人
た
ち
か
ら
、

お
箸
の
持
ち
方
が
違
う
と
手
を
た
た
い
て
し
ま
っ
た
私
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
の
か
、宿
題
を
や
ら
な
か
っ
た
か
ら
お
や
つ
は
あ
げ
な
い
と
言
っ
た
ら
、

こ
れ
も
懲
戒
に
当
た
る
の
か
、そ
ん
な
素
朴
な
疑
問
が
私
の
下
に
寄
せ
ら
れ

ま
す
。体
罰
や
懲
戒
の
線
引
き
や
定
義
の
議
論
を
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、ど
う

か
努
め
て
オ
ー
プ
ン
に
、慎
重
に
、ま
た
、子
育
て
世
代
の
多
く
の
実
感
や
現
実

を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。両
大
臣
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　
児
童
虐
待
を
し
て
し
ま
っ
た
保
護
者
に
対
す
る
再
発
防
止
の
た
め
の

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。子
供
の
安
全
を
ま
ず
何
よ
り
も

守
る
、虐
待
す
る
親
と
引
き
離
す
。そ
れ
が
必
要
な
の
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
子
供
た
ち
は
幸
せ
に
な
れ
る
の
か
。ど
ん
な
に

虐
待
さ
れ
て
も
、子
供
は
目
を
閉
じ
、ま
ぶ
た
の
母
、ま
ぶ
た
の
父
を
求
め
る

と
い
い
ま
す
。子
供
の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
、親
に
は
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
、

宿
題
を
課
す
。そ
れ
を
乗
り
越
え
て
き
た
な
ら
、親
子
の
再
統
合
を
試
み
る
。

親
が
親
に
な
っ
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
を
確
保
し
つ
つ
親
権
制
限
を
し
て
い
く

仕
組
み
と
い
う
の
が
、今
の
日
本
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
法
案
に
は
、保
護
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
野
党
案
の一
部
を
取
り
入
れ

る
形
で
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
が
、努
力
義
務
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
意
欲
的
に
受
け
た
い
と
申
し
出
る
保
護
者
は
少
な
い

と
思
わ
れ
る
中
、支
援
が
必
要
な
方
に
は
確
実
に
受
け
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、野
党
案
で
は
義
務
化
と
し
ま
し
た
。保
護
者
へ
の
指
導

実
施
に
当
た
り
、本
法
案
で
ど
の
よ
う
な
実
効
性
を
担
保
で
き
る
と
い
う

の
か
、総
理
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
最
後
に
、内
密
出
産
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。児
童
虐
待
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ

た
子
供
た
ち
は
、平
成
15
年
か
ら
27
年
度
ま
で
に
6
3
6
例
、6
7
8
人

お
り
ま
す
。そ
の
う
ち
、0
歳
児
の
割
合
は
46.
2
％
、中
で
も
、0
歳
0
か
月

0
日
0
時
間
、つ
ま
り
産
声
を
塞
が
れ
て
命
を
奪
わ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が

18.
3
％
と
、虐
待
死
の
中
で一
番
多
い
の
で
す
。我
々
は
も
う
、家
族
観
や

宗
教
観
を
超
え
て
議
論
を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。総
理
、匿
名
で

出
産
し
、子
供
は
後
に
出
自
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
内
密
出
産
に
つ
い
て
、

御
所
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
幾
ら
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
充
実
し
て
も
、そ
の
支
援
が
届
か
な
い
、

窓
口
に
母
子
手
帳
を
取
り
に
来
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
母
親
が
こ
の
国

に
は
い
る
の
で
す
。た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。議
論
す
ら

必
要
な
い
と
言
い
捨
て
る
議
員
も
数
多
く
お
り
ま
す
。し
か
し
、今
も
生
き

て
い
る
は
ず
の
命
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。御
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
我
々
国
民
民
主
党
は
、こ
れ
か
ら
も
児
童
虐
待
防
止
に
圧
倒
的
当
事
者

意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
お
約
束
し
、私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
に
は
約
5
千
人
体
制
と
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
し
て

お
り
、今
後
、こ
の
プ
ラ
ン
や
修
正
案
で
示
さ
れ
た
勘
案
事
項
に
基
づ
い
て
、

着
実
に
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
核
市
、特
別
区
の
児
童
相
談
所
の
設
置
義
務
化
及
び
一
時
保
護
所
の

拡
充
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。中
核
市
、特
別
区
に
よ
る
児
童

相
談
所
の
設
置
は
、身
近
な
地
域
で
子
育
て
支
援
か
ら
虐
待
対
応
ま
で
の

切
れ
目
な
い一
貫
し
た
対
応
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、人
口
規
模
や
当
該
自
治
体
の
有
す
る
人
材
な
ど
の
状
況
も
様
々
で

あ
り
、一
律
に
義
務
化
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
な
ど
の
意
見
が
地
方

団
体
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、政
府
案
に
お
い
て
は
一
律
の
義
務
化
と
は

し
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、修
正
案
に
お
い
て
も
、与
野
党
協
議
の
結
果
、必
置

義
務
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。国
と
し
て
は
、

今
後
、施
設
整
備
や
人
材
確
保
、育
成
な
ど
、児
童
相
談
所
の
設
置
に
向
け

た
支
援
を
抜
本
的
に
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。設
置
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

既
に
、児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
方
向
や
、設
置
す
る
方
向
で
検
討
中
の

自
治
体
が
数
多
く
あ
り
、こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
児
童
相
談
所
の
設
置

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
5
年
間
の
支
援
期
間
に
つ
い
て
は
、施
設
整
備
や
人
材
育
成
、確
保
な
ど

に
は
一
定
期
間
が
必
要
で
あ
り
、5
年
間
の
集
中
支
援
期
間
を
設
定
し
て

お
り
ま
す
。さ
ら
に
、3
月
の
関
係
閣
僚
会
議
で
決
定
し
た
抜
本
的
強
化
に

お
い
て
、一
時
保
護
所
が
安
心
、安
全
な
場
と
な
る
よ
う
、個
別
的
な
対
応
が

で
き
る
職
員
体
制
の
強
化
や
環
境
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
支
援
内
容
に
つ
い
て
は
、一
時
保
護
所
等
の
現
場
の
実
情
を
踏
ま

え
た
上
で
、今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
転
居
後
の
措
置
解
除
の
制
限
期
間
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
お
尋
ね
が

あ
り
ま
し
た
。修
正
案
に
お
い
て
は
、転
居
前
後
に
お
け
る
措
置
解
除
の

制
限
期
間
を
法
定
化
す
る
こ
と
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
も
の
と
承
知

し
て
い
ま
す
が
、政
府
と
し
て
は
、仮
に
こ
れ
を
具
体
的
に
法
律
で
定
め
た

場
合
は
、現
場
の
画
一
的
な
対
応
を
招
く
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。転
居
な
ど
に
際
し
て
子
供
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
は
、目
黒
区
や
野
田
市
の
事
案
も
踏
ま
え
て
、関
係
機
関
に
よ
る
支
援
や

保
護
は
切
れ
目
な
く
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、修
正
案
の
規
定

や
こ
れ
ま
で
の
転
居
前
後
の
引
継
ぎ
ル
ー
ル
な
ど
に
の
っ
と
っ
て
、適
切
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
護
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。政
府
と

し
て
は
、修
正
案
に
規
定
さ
れ
た
児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
に
対
す
る

医
学
的
又
は
心
理
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
に
つ
い
て
、保
護
者
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
推
進
を
定
め
た
3
月
の
関
係
閣
僚
会
議
決
定
に
基

づ
き
、専
門
人
材
の
養
成
や
活
用
方
法
の
周
知
な
ど
、そ
の
実
効
性
を
確
保

す
る
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

が
全
会
一
致
を
も
っ
て
調
え
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、な
ぜ
こ
の
児
童
福
祉
司
の
増
員
に
つ
い
て
明
記
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。児
童
福
祉
司
の
数
を

法
制
化
し
て
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
ど
こ
か
ら
ど
ん
な
異
論
が
あ
っ
た
の
か
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。本
法
案
の
中
に
、総
合
的
に
勘
案
し
て
定
め
る
と
書
き

込
む
だ
け
で
は
、勘
案
し
た
結
果
、人
数
は
1.
1
倍
が
妥
当
で
し
た
な
ど

と
結
論
付
け
る
余
地
を
残
し
て
し
ま
い
ま
す
。こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
政
府
の
プ
ラ
ン
に
よ
る
対
策
の
み
で
、ど
の
よ
う
に
現
場
の
声
に
応
え
、

児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
く
の
か
、本
当
に
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
、プ
ラ
ン
の
具
体
的
な
内
容
と
総
理
の
見
解
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、中
核
市
及
び
特
別
区
に
お
け
る
児
童
相
談
所
の
設
置
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。千
葉
県
野
田
市
を
管
轄
し
て
い
る
柏
児
童
相
談
所
は
県
の

も
の
で
す
。柏
市
は
中
核
市
で
す
が
、事
件
が
起
き
た
当
時
も
現
時
点
に

お
い
て
も
、市
の
児
童
相
談
所
は
所
在
し
て
お
り
ま
せ
ん
。こ
の
柏
市
の
み

な
ら
ず
、中
核
市
に
お
け
る
児
童
相
談
所
の
設
置
は
一
向
に
進
ん
で
お
り

ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、そ
れ
ぞ
れ
の
市
が
抱
え
る
事
情
は
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
で
も
、ど
ん
な
事
情
が
あ
る
に
せ
よ
、児
童
虐
待

防
止
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
な
い
は
ず
で
す
。

　
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た
、中
核
市
で

あ
る
明
石
市
の
泉
市
長
は
、基
礎
自
治
体
で
あ
る
中
核
市
だ
か
ら
こ
そ

必
要
、大
切
な
の
は
腹
を
く
く
る
こ
と
、人
が
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
育
て
る

こ
と
だ
な
ど
と
答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
理
に
伺
い
ま
す
。中
核
市
や
特
別
区
の
児
童
相
談
所
の
必
置
義
務
化

に
つ
い
て
は
、既
に
そ
の
必
要
性
が
長
年
に
わ
た
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、本
法
案
に
も
結
局
盛
り
込
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ

で
す
か
。自
治
体
か
ら
の
反
対
の
声
が
あ
る
か
ら
、時
期
尚
早
だ
か
ら
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、誰
か
ら
の
ど
ん
な
反
対
の
声
で
す
か
。で
は
、一
体

い
つ
に
な
っ
た
ら
時
期
尚
早
で
は
な
く
な
り
ま
す
か
、お
答
え
く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
を
つ
く
る
お
金
は
な
い
と
市
長
が
お
っ
し
ゃ
る
の
で
あ
れ
ば
、

国
は
何
が
で
き
る
の
か
考
え
ま
せ
ん
か
。児
童
相
談
所
の
設
置
な
ど
必
要

な
い
と
区
長
が
お
っ
し
ゃ
る
の
で
あ
れ
ば
、つ
く
る
動
機
付
け
に
奔
走
し
ま

せ
ん
か
。政
府
案
に
は
、中
核
市
や
特
別
区
が
児
童
相
談
所
を
設
置
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
う
と
の
検
討
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。ど
ん
な
支
援

で
し
ょ
う
か
。こ
れ
ま
で
設
置
が
進
ま
な
か
っ
た
中
核
市
及
び
特
別
区
に

対
し
、こ
れ
ま
で
の
支
援
と
ど
こ
が
違
っ
て
い
る
の
か
、本
法
案
に
よ
っ
て

ど
の
く
ら
い
設
置
が
促
進
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
、総
理
の
御
所
見

を
伺
い
ま
す
。

　
総
理
は
、何
よ
り
も
子
供
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、あ
ら
ゆ
る

手
段
を
尽
く
す
と
度
々
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。で
あ
れ
ば
、あ
ら
ゆ
る
事
情
を

の
み
込
ん
で
、設
置
を
義
務
化
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。ま
た
、5
年
間

と
い
う
支
援
期
間
は
余
り
に
長
過
ぎ
ま
す
。一
時
保
護
所
の
拡
充
と
併
せ
て

再
考
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
、御
答
弁
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
6
月
5
日

国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
　
伊
藤
孝
恵

本会議議事録
全文掲載
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平
成
29
年
度
決
算
の
是
認
に
対
す
る
反
対
討
論

　
国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
の
伊
藤
孝
恵
で
す
。私
は
、会
派
を
代
表
し
、

平
成
29
年
度
決
算
の
是
認
に
反
対
、平
成
29
年
度
国
有
財
産
増
減
及
び
現
在

額
総
計
算
書
の
是
認
に
反
対
、国
有
財
産
無
償
貸
付
状
況
総
計
算
書
の

是
認
に
反
対
、内
閣
に
対
す
る
警
告
に
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。

　
長
年
、決
算
委
員
会
で
の
熟
議
に
心
血
を
注
い
で
こ
ら
れ
た
又
市
征
治

先
生
が
入
院
さ
れ
る
前
、毛
筆
で
伊
藤
孝
恵
様
と
書
か
れ
た
封
書
を
事
務
所

に
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
こ
に
は
、平
成
15
年
1
月
に
、当
時
、参
議
院

改
革
協
議
会
座
長
で
い
ら
し
た
青
木
幹
雄
先
生
が
参
議
院
議
長
に
宛
て
た

決
算
の
早
期
審
査
の
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
結
論
を
得
た
旨
の
報
告
書

を
始
め
、我
が
国
に
お
い
て
決
算
審
査
結
果
を
予
算
審
議
に
反
映
さ
せ
る

仕
組
み
が
確
立
し
て
い
な
い
が
た
め
に
財
政
統
制
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

を
憂
い
、先
人
た
ち
が
そ
れ
を
何
と
か
し
て
変
え
よ
う
と
し
て
き
た
軌
跡
や

そ
の
意
義
、ま
た
、国
会
法
第
1
0
5
条
に
よ
る
会
計
検
査
院
へ
の
検
査

要
請
を
活
発
化
さ
せ
、そ
の
結
果
を
も
っ
て
決
算
委
員
会
の
審
議
を
充
実

　
さ
て
、本
題
に
入
り
ま
す
前
に
、国
家
戦
略
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
座
長
代
理
が
漁
業
法
の
規
制
緩
和
を
求
め
る
申
請
団
体
に
指
南
し
、

協
力
会
社
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
料
を
得
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る

問
題
に
も
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。幾
ら
座
長
代
理
が
反
論

し
て
も
、特
区
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
登
記
簿
や
座
長
代
理
が

代
表
を
務
め
る
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
が
疑
惑
の
存
在
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。幾
ら
平
成
27
年
10
月
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
事
実
を
な
か
っ
た
こ
と
に

し
て
も
、平
成
28
年
9
月
7
日
の
議
事
要
旨
が
そ
れ
を
許
し
ま
せ
ん
。ヒ
ア

リ
ン
グ
は
非
公
式
だ
っ
た
と
言
い
切
れ
ば
収
束
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
な
ら
、

非
公
式
の
場
で
、民
間
委
員
か
ら
の
提
案
一つ
で
、水
産
庁
長
官
が
調
査
を

命
じ
る
通
達
を
出
し
、漁
業
法
を
改
正
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、事
態

は
よ
り
深
刻
に
な
り
ま
す
。

　
安
倍
総
理
が
透
明
で
フ
ェ
ア
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
再
三
述
べ
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、も
は
や
利
益
相
反
に
よ
だ
れ
を
垂
ら
す
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
集
団
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。我
々
国
民
民
主
党

　
こ
の
よ
う
な
中
、政
府
は
本
年
10
月
に
消
費
税
率
の
引
上
げ
を
行
お
う

と
し
て
い
ま
す
。逆
進
性
が
高
く
、低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
大
き
く
な
る

消
費
税
率
の
引
上
げ
を
今
行
う
こ
と
は
本
当
に
現
実
的
な
の
で
し
ょ
う
か
。

国
民
の
将
来
へ
の
不
安
を
取
り
除
く
ど
こ
ろ
か
増
幅
さ
せ
た
政
府
に
よ
る

平
成
29
年
度
決
算
を
是
認
す
る
理
由
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
が
、平
成
29
年
度
決
算
に
反
対
す
る
理
由
で
す
。

　
次
に
、内
閣
に
対
す
る
警
告
に
賛
成
す
る
理
由
を
述
べ
ま
す
。

　
毎
月
勤
労
統
計
に
お
け
る
改
ざ
ん
事
案
、公
的
機
関
に
お
け
る
障
害
者

の
法
定
雇
用
率
未
達
成
や
防
衛
装
備
品
に
係
る
コ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
の
不
適
切
整
備
な
ど
、極
め
て
重
大
か
つ
深
刻
な
事
案
を
生
じ

さ
せ
た
政
府
に
対
し
て
、猛
省
を
求
め
、遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

抜
本
的
な
改
善
や
措
置
の
実
施
を
強
く
求
め
る
今
回
の
7
項
目
の
警
告

に
は
賛
成
を
い
た
し
ま
す
。

は
、国
家
戦
略
特
区
の
見
直
し
法
案
を
今
国
会
中
に
再
度
提
出
す
る
と

と
も
に
、座
長
代
理
の
よ
う
な
民
間
委
員
が
、公
務
員
で
あ
れ
ば
収
賄
罪
に

問
わ
れ
る
よ
う
な
行
為
を
し
て
も
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
在
の
法
律

の
水
漏
れ
を
塞
ぐ
た
め
、民
間
人
が
国
会
に
係
る
審
議
の
過
程
で
知
り

得
た
情
報
又
は
そ
の
地
位
を
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
を

禁
じ
る
法
律
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、以
下
、平
成
29
年
度
決
算
に
反
対
す
る
理
由
を
申
し
述
べ

ま
す
。反
対
の
第
1
の
理
由
は
、長
期
債
務
の
残
高
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
、有
効
な
対
策
を
取
れ
て
い
な
い
点
で
す
。

　
平
成
29
年
度
末
の
国
債
及
び
借
入
金
残
高
は
1,
0
8
7
兆
円
と
な
り
、

前
年
度
末
か
ら
16
兆
円
増
加
し
、5
年
連
続
で
1,
0
0
0
兆
円
を
上
回
っ
て

お
り
ま
す
。特
に
、将
来
の
税
収
で
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
普
通
国
債

残
高
の
増
加
は
著
し
く
、平
成
29
年
度
末
に
は
8
5
3
兆
円
と
、こ
の
10
年

間
で
3
1
1
兆
円
増
加
し
、税
収
の
お
よ
そ
15
年
分
に
相
当
す
る
規
模
と

な
り
ま
し
た
。ま
さ
に
、今
の
世
代
が
受
益
し
た
ツ
ケ
を
将
来
世
代
に
先

送
り
し
て
い
る
状
況
で
す
。も
う
こ
れ
以
上
、財
政
健
全
化
に
つ
い
て
責
任

あ
る
者
が
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
反
対
の
第
2
の
理
由
は
、歳
出
項
目
の
硬
直
化
に
よ
り
、弾
力
的
な

政
策
運
営
が
で
き
て
い
な
い
点
で
す
。平
成
29
年
度
決
算
に
お
い
て
、社
会

保
障
関
係
費
32.
5
兆
円
と
国
債
費
22.
5
兆
円
だ
け
で
歳
出
決
算
額
に

占
め
る
割
合
が
56.
1
％
に
上
る
な
ど
、歳
出
項
目
の
硬
直
化
が
続
い
て
い

ま
す
。今
後
も
社
会
保
障
関
係
費
と
国
債
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

現
在
は
低
金
利
に
よ
り
利
払
い
費
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、金
利

上
昇
局
面
で
は
こ
の
利
払
い
費
が
急
増
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

社
会
保
障
改
革
が
財
政
に
与
え
た
影
響
を
分
析
し
、そ
れ
を
今
後
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、決
算
的
観
点
か
ら
何
よ
り
も
重
要
で
す
。し
か
し
、

見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
見
直
し
て
い
な
い
た
め
、長
期
的
視
点
に
立
っ
た

弾
力
的
な
政
策
運
営
が
で
き
て
お
ら
ず
、子
供
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

整
備
の
た
め
の
予
算
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
雇
用

機
会
の
確
保
、中
高
年
を
含
め
た
引
き
こ
も
り
対
策
が
不
十
分
で
あ
っ
た

り
、ま
た
小
さ
な
命
を
つ
な
ぐ
た
め
の
児
童
虐
待
防
止
対
策
な
ど
、喫
緊
の

課
題
への
対
応
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。よ
っ
て
、こ
の
よ
う
な
29
年
度
決
算

を
是
認
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
。

　
反
対
の
第
3
の
理
由
は
、安
倍
内
閣
に
よ
る
経
済
政
策
の
破
綻
は
明
ら

か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
れ
を
取
り
繕
い
続
け
て
い
る
点
で
す
。安
倍

総
理
は
し
き
り
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
を
喧
伝
さ
れ
ま
す
が
、問
題
は
、

成
果
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
実
感
を
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。毎
月
勤
労

統
計
に
お
け
る
一
連
の
改
ざ
ん
や
偽
装
で
は
、消
費
者
心
理
や
経
済
を
分
析

す
る
上
で
重
要
な
指
標
と
な
る
実
質
賃
金
が
か
さ
上
げ
さ
れ
て
お
り
、

実
態
は
大
き
く
低
下
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。事
実
、

世
論
調
査
な
ど
で
は
、多
く
の
国
民
が
景
気
回
復
を
実
感
で
き
て
い
な
い

と
回
答
し
て
お
り
ま
す
。ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
は
全
国
津
々
浦
々
に
行
き

渡
っ
て
な
ど
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、官
民
フ
ァ
ン
ド
の
在
り
方
や
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

の
取
組
、男
性
育
休
の
取
得
推
進
、児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
児
童
相
談
所

等
の
業
務
改
善
な
ど
、決
算
委
員
会
に
お
け
る
我
が
会
派
の
質
疑
に
基
づ

く
も
の
も
含
む
17
項
目
の
措
置
要
求
決
議
に
つ
い
て
も
賛
成
い
た
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、公
的
統
計
の
整
備
に
関
す
る
業
務
の
実
施
状
況
や
政
府

情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、運
用
、利
用
の
状
況
な
ど
、会
計
検
査
院
に
対
す
る

検
査
要
請
5
項
目
に
つ
い
て
も
賛
成
い
た
し
ま
す
。

　
老
後
2,
0
0
0
万
円
不
足
問
題
で
は
、自
民
党
は
金
融
庁
に
抗
議
し

報
告
書
の
撤
回
を
求
め
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。麻
生
金
融
担
当
大
臣
は
、

御
自
身
の
諮
問
機
関
で
あ
る
審
議
会
か
ら
の
報
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

受
け
取
ら
な
い
と
言
い
、森
山
国
対
委
員
長
は
、報
告
書
は
な
く
な
っ
た
、

二
階
幹
事
長
は
、参
議
院
選
を
控
え
て
お
り
、候
補
者
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

よ
う
に
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。年
金
の
真
実
を
選
挙
前
に
公
表
す
る

こ
と
は
迷
惑
な
の
で
す
ね
。だ
か
ら
、財
政
検
証
も
出
て
こ
な
い
の
で
す
ね
。

　
決
算
重
視
で
あ
る
我
々
参
議
院
は
、行
政
を
監
視
し
、衆
議
院
の
間
違
い

を
正
し
、国
民
か
ら
の
負
託
に
応
え
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。報
告
書
を

な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
も
、大
臣
が
受
け
取
ら
な
く
て
も
、公
的
年
金
だ
け

で
は
老
後
が
不
安
定
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
消
え
ま
せ
ん
。当
委
員
会
の

締
め
く
く
り
総
括
質
疑
で
は
、我
が
党
の
大
塚
耕
平
参
議
院
会
長
の
指
摘

に
よ
り
、年
金
給
付
開
始
年
齢
を
政
府
が
65
歳
か
ら
70
歳
に
意
図
的
に
先

延
ば
し
す
る
か
の
よ
う
な
詐
欺
的
誘
導
を
し
て
い
る
実
態
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。か
く
な
る
上
は
、年
金
1
0
0
年
安
心
は
、国
民
が
安
心
と

い
う
意
味
で
は
な
く
、制
度
が
1
0
0
年
安
心
と
い
う
意
味
で
し
た
と
正
直

に
訂
正
し
、国
民
の
皆
様
に
は
ま
ず
謝
罪
、そ
の
上
で
、私
た
ち
が
生
き
る

社
会
は
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
社
会
の
仕
組
み
も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、年
金
の
議
論
を
ち
ゃ
ん
と
始
め
ま
す
、国
会
全
体
で
取
り
組
み

ま
す
、そ
う
言
っ
て
、参
議
院
規
則
第
38
条
2
項
に
基
づ
く
予
算
委
員
会
を

開
催
し
、大
い
に
議
論
し
た
ら
い
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
私
た
ち
は
、自
ら
の
責
務
に
の
っ
と
り
、た
だ
す
べ
き
こ
と
を
た
だ
す
べ
き

で
す
。こ
の
当
た
り
前
か
ら
逃
げ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。国
民
民
主
党
は
こ
れ

か
ら
も
新
し
い
答
え
を
提
案
し
て
い
く
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
を
表
明

し
、私
の
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

さ
せ
る
こ
と
へ
の
執
念
が
し
た
た
め
ら
れ
た
資
料
が
入
っ
て
お
り
、こ
こ
を

見
て
く
れ
と
ば
か
り
に
ピ
ン
ク
色
の
蛍
光
ペ
ン
で
何
か
所
に
も
ラ
イ
ン
が

引
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、決
算
委
員
会
に
よ
る
警
告
決
議
、措
置
要
求
決
議
が
全
会
一
致

を
も
っ
て
調
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、調
査
室
や
委
員
部
の
皆
様
を

始
め
、石
井
み
ど
り
委
員
長
、各
党
の
理
事
、委
員
の
皆
様
、何
よ
り
決
算

重
視
の
参
議
院
の
矜
持
を
体
現
さ
れ
る
西
田
昌
司
与
党
筆
頭
理
事
の

御
尽
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。決
議
の
中

に
は
、与
党
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
内
容
の
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、俺
か
て
政
府
に
言
い
た
い
こ
と
あ
る
ん
や
と
ば
か
り
に
西
田
筆
頭
理
事

が
御
奮
闘
い
た
だ
い
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、た
だ
1
件
、の
み
込
ん
で
い
た
だ
け
な
か
っ
た
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
沿
岸
域
へ
の
移
設
に
係
る
事
業
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
の
会
計
検
査
院
へ
の
検
査
要
請
に
つ
い
て
は
、与
野
党
に
政
策
の

違
い
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、度
重
な
る
契
約
変
更
に
よ
っ
て
総
工
費
が
大
き

く
膨
張
し
て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、又
市
先
生
が
病
床
か

ら
託
さ
れ
た
こ
の
魂
の
要
請
の
み
が
与
党
の
反
対
に
よ
っ
て
合
意
に
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

令
和
元
年
6
月
１4
日

国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
　
伊
藤
孝
恵

本会議議事録
全文掲載

　
い
わ
ゆ
る
内
密
出
産
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。内
密
出
産
制
度

に
つ
い
て
は
、例
え
ば
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、予
期
せ
ぬ
妊
娠
を
し
た
妊
婦
が
、

妊
娠
相
談
所
で
の
相
談
後
も
な
お
実
名
を
伏
せ
て
出
産
す
る
こ
と
を
希
望

す
る
場
合
に
医
療
機
関
に
お
い
て
実
名
を
伏
せ
て
出
産
で
き
る
こ
と
と
し
、

養
子
縁
組
に
つ
な
ぐ
制
度
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
諸
外
国

の
制
度
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、一
般
論
と
し
て
、子
供
の
出
自
を
知
る
権
利
を
ど
う
考
え
る
か
、

出
産
後
に
実
親
が
養
育
し
な
い
子
供
が
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
、

我
が
国
に
お
い
て
は
多
岐
に
わ
た
る
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。政
府

と
し
て
は
、予
期
せ
ぬ
妊
娠
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、教
育
や
相
談
体
制
の

整
備
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
残
余
の
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、関
係
大
臣
か
ら
答
弁
さ
せ
ま
す
。

■
厚
生
労
働
大
臣 

根
本
匠
氏
か
ら
の
回
答

　
伊
藤
孝
恵
議
員
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。体
罰
禁
止
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
議
論
の
場
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り

ま
し
た
。体
罰
の
禁
止
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、公
開
の

場
で
有
識
者
の
方
か
ら
の
御
意
見
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、具
体
的
な
内
容

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
や
そ
の
周
知
に
は

一
定
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、施
行
日
で
あ
る
2
0
2
0
年
4
月
1
日

に
円
滑
に
施
行
で
き
る
よ
う
、法
案
成
立
後
速
や
か
に
検
討
の
準
備
を

開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
法
務
大
臣 

山
下
貴
司
氏
か
ら
の
回
答

　
伊
藤
孝
恵
議
員
に
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。ま
ず
、懲
戒
権
の
規
定
の

見
直
し
に
向
け
た
検
討
方
法
等
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。懲
戒
権

の
規
定
に
関
し
て
は
、本
月
20
日
に
法
制
審
議
会
の
総
会
を
臨
時
に
開
催

し
、そ
の
見
直
し
に
向
け
て
新
た
に
諮
問
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。そ
の

た
め
、今
後
は
法
制
審
議
会
に
お
い
て
見
直
し
に
向
け
た
調
査
審
議
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、具
体
的
な
議
論
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
も
そ
こ
で
の

議
論
に
委
ね
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
法
律
案
に
お
い
て
は
、法
律
の
施
行
後
2
年
を
目
途
と
し
て

懲
戒
権
の
規
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
旨
の
条
項
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
も
、そ
れ
を
前
提
と

し
て
早
急
に
検
討
を
加
え
る
旨
の
附
帯
決
議
が
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て

お
り
ま
す
。法
務
省
と
し
て
は
、こ
れ
ら
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、で
き
る
限
り

早
期
に
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
鋭
意
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、懲
戒
権
の
規
定
の
見
直
し
に
関
す
る
議
論
の
進
め
方
に
つ
い
て

お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。御
指
摘
の
と
お
り
、懲
戒
権
の
規
定
の
見
直
し
に

当
た
っ
て
は
、親
権
の
行
使
と
し
て
許
さ
れ
る
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為
と
の

線
引
き
等
に
つ
い
て
も
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

懲
戒
権
の
規
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
国
民
の
間
に
も
様
々
な
意
見
が

あ
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、そ
の
検
討
過
程
に
お
い
て
も
、議
論
の
状
況

等
を
国
民
一
般
に
公
開
し
、広
く
国
民
の
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
、充
実

し
た
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。


